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The 31th Annual Conference of Japanese Association of School Education 
 

 
 

日本学校教育学会第 回研究大会のご案内

 

日本学校教育学会第 回研究大会が、 年 月 日（金）・ 日（土）・
日（日）の三日間、名古屋市立大学（滝子キャンパス）で開催される運びとな
りました。
本大会では、公開シンポジウムのテーマを「学習指導要領の改訂とアクティ

ブラーニング ～学びをアクティブにするための特効薬・常備薬・漢方薬～」、
課題研究のテーマを「教育研究と教育実践の融合はどこまで進んだか ～これか
らの教職大学院をどうとらえるか～」と設定しました。本年末には中央教育審
議会答申が出され、本年度末には学習指導要領が告示される見通しであり、学
校教育として一つの大きな節目を迎えることになりそうです。
このことは、教育研究においていかに理論と実践の融合を進めていくことが

できるのか、官製の教育ロジックを凌駕するだけの教育現場のペダゴジーを、
どのように創造し構築していくことができるのか。そのための教員養成や教員
継続教育をどのように価値あるものにしていけばよいのか。研究者と実践者が
向き合うだけでなく、もっと踏みこんでの両者による智慧の融合が問われてい
るのです。この二者に教育行政関係者を加え、ライブ感あふれる井戸端会議（シ
ンポシオン）の場として、「三人寄れば文殊の智慧」のごとく話題が膨らんでい
けば、本学会の創設の趣旨に沿った意見が交わされ、充実した大会になるもの
と期待しています。
多くの会員の皆さまのご参加をお願い申しあげます。

日本学校教育学会第 回研究大会準備委員長
原田 信之（名古屋市立大学）
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１．研究大会要項

〈大会日程〉

8 月 5 日

（金） 
理事会 

16:30～18:30

8 月 6 日

（土）

受付

8:15
～ 

自由研

究発表 
9:00～
11:50

昼食 
11:50
～

12:50

定期 
総会 
12:50
～

13:50

公開 
シンポジウム

14:00～17:00

情報交換会 
17:30～20:00

8 月 7 日

（日）

受付

8:30
～

自由研

究発表 
9:00～
11:50

昼食 
12:00
～

13:00

課題研究 
13:15～15:45

終了 

〈日程と会場〉

○ 第 日目 月 日（金）

～ 理事会 号館 階 会議室

○ 第 日目 月 日（土）

～ 受付 号館 階ロビー

～ 自由研究発表 号館 階 ～

～ 昼食 ※生協閉店

～ 定期総会 号館 階 教室

～ 公開シンポジウム 号館 階 教室

「学習指導要領の改訂とアクティブラーニング

～学びをアクティブにするための特効薬・常備薬・漢方薬～」

～ 情報交換会 生協食堂

○ 第 日目 月 日（日）

～ 受付 号館 階ロビー

～ 自由研究発表（その２） 号館 階 ～

～ 昼食 ※生協閉店

～ 課題研究 号館 階 教室

「教育研究と教育実践の融合はどこまで進んだか

～これからの教職大学院をどうとらえるか～」
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２．大会参加要項 

 

１ 受 付 1 号館 1 階ロビーにて行います。 

 

２ 参加費 

 ○大会参加費（正会員、非学会員）事前振込 3,000 円 当日 4,000 円 

 

 ○情報交換会（懇親会）5,000 円 生協食堂 

 

３ 研究発表の時間等 

（１）発表時間 

  ○個人研究発表（登壇者が一人の場合）：発表 20 分 質疑応答 10 分 

  ○共同研究発表（登壇者が複数の場合）：発表 30 分 質疑応答 10 分 

  ※発表終了 5 分前に 1 鈴、発表終了時に 2 鈴を鳴らしますので、発表者は司会者の指

示に従ってください。 

 

（２）発表者の出席確認 

   発表者は、指定発表開始時間にかかわらず、会場の開始 10 分前に司会者に出席を通

知してください。 

 

（３）発表資料 

   発表資料は、自由発表の場合は 50 部、公開シンポジウムの場合は 120 部、課題研究

の場合は 100 部を目安にご用意ください。 

 

（４）発表機材 

   発表時に使用する機材に関しては、各会場に、プロジェクターとパソコンを用意し

ております。使用される場合は、係員の指示に従ってご使用ください。使用される場

合は、8 月 6 日（土）、7 日（日）とも開始時刻の 15 分前までに会場に来て動作確認を

してください。特別なソフトや接続ケーブル等が必要な場合はご持参ください。 

 

（５）所属名について 

   発表者、司会者等の所属名については、所属機関名称の記載を基本として部局名等

の詳細は省略します。また、学生の発表者には、大学院生と表記します。 

 

４ 発表者が万一欠席される場合は、必ず大会準備委員会までご連絡ください。欠席の場

合は、発表時間の繰り上げはせず、質疑討論・休憩にあてます。 
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５ 会場

・受付 号館 階ロビー

・理事会 号館 階 会議室

・大会本部、役員控室 号館 階 会議室

・自由研究発表（第 ・ 会場） 号館 階 教室

・自由研究発表（第 ・ 会場） 号館 階 教室

・自由研究発表（第 ・ 会場） 号館 階 教室

・自由研究発表（第 ・ 会場） 号館 階 教室

・定期総会 号館 階 教室

・公開シンポジウム 号館 階 教室

・課題研究 号館 階 教室

・参加者控室 号館 階 教室 教室

・書籍販売コーナー 号館 階ロビー

・情報交換会 生協食堂

６ 大会当日、大会準備委員関係者は、「スタッフ」と書いたネームプレートを付けており

ますので、ご不明な点がございましたら連慮なくお申し付けください。

７ 昼食

大会中 月 日（土）、 日（日）のお弁当を事前申し込みされた方は、 号館 階ロ

ビー付近でお弁当を受け取ってください。両日とも生協食堂は営業しておりません。

近隣のコンビニや飲食店をご利用ください。地下鉄桜山駅周辺にも多数あります。

８ 宿泊につきましては、大会事務局では対応いたしませんので、各位にて宿泊の予約を

お願い致します。
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９ 交通機関

最寄り駅は、桜山駅（地下鉄桜通線）で、 番出口から徒歩 分ほどです。

金山駅からは、市バス金山 番のりば より金山 ・ ・ 「滝子」下車、もしくは

金山 番のりば より金山 桜山経由 「滝子」下車からでもお越しいただけます。

以下のホームページもご参照ください。

その他

大学敷地内は全面禁煙となっておりますのでご承知の上ご協力お願い致します。 
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月 日（土） １号館２階 教室

自由研究発表 ①

司会者 釜田 聡 （上越教育大学）

安藤 雅之（常葉大学）

（１） ： － ：

夜間定時制課程に在籍する生徒の一考察 －都立 高等学校を事例として－

竹熊 孝博（東京都立神代高等学校）

（２） ： － ：

「ポストモダン社会」と道徳教育

－ボーダー（境界）を考えることからアイデンティティーの形成をめざす実践を通して－

小嶋 祐伺郎（奈良教育大学附属中学校）

（３） ： － ：

多様性を尊重する授業を構築するための要素についての一考察

－短大生を対象とした自由作文の授業から－

○近藤 万里子（帝京短期大学）

星山 麻木 （明星大学）

（４） ： － ：

不登校問題に対する学校・教師の取り組み・意識についての現状と課題

－石巻地区での深刻な不登校問題との関連から－

○新福 悦郎（石巻専修大学）

照井 孫久（石巻専修大学）

（５） ： － ：

通常の学級における聴覚障害のある児童生徒への配慮と支援に関する動向

下中村 武（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科）
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月 日（土） １号館２階 教室

自由研究発表 ①

司会者 釜田 聡 （上越教育大学）

安藤 雅之（常葉大学）

（１） ： － ：

夜間定時制課程に在籍する生徒の一考察 －都立 高等学校を事例として－

竹熊 孝博（東京都立神代高等学校）

（２） ： － ：

「ポストモダン社会」と道徳教育

－ボーダー（境界）を考えることからアイデンティティーの形成をめざす実践を通して－

小嶋 祐伺郎（奈良教育大学附属中学校）

（３） ： － ：

多様性を尊重する授業を構築するための要素についての一考察

－短大生を対象とした自由作文の授業から－

○近藤 万里子（帝京短期大学）

星山 麻木 （明星大学）

（４） ： － ：

不登校問題に対する学校・教師の取り組み・意識についての現状と課題

－石巻地区での深刻な不登校問題との関連から－

○新福 悦郎（石巻専修大学）

照井 孫久（石巻専修大学）

（５） ： － ：

通常の学級における聴覚障害のある児童生徒への配慮と支援に関する動向

下中村 武（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科）
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8 月 6 日（土）9:00-11:50                                      １号館２階 203 教室 

 

自由研究発表 ② 

 

司会者  林 泰成（上越教育大学） 

生澤 繁樹（名古屋大学） 

 

 

（１） 9：00－9：30 

 

   座学におけるアクティブ・ラーニングの可能性 

－学修の能動性確保の基礎要件－ 

小林 淳一（金沢学院大学） 

 

（２） 9：30－10：00 

 

   資源・エネルギー問題に着目した世界史教育内容開発研究 

－産業遺産を教材として－ 

祐岡 武志（奈良県教育委員会事務局 文化財保存課） 

 

（３）10：00－10：30 

 

水俣病学習における単純化の問題  －田中裕一実践と斎藤喜博－ 

内山 仁（鹿児島国際大学） 

 

（４）10：30－11：00 

 

   新教科創設期における研究推進校の生活科授業の特質に関する一考察 

－愛知県宝飯郡御津町立御津南部小学校の実践を事例として－ 

白井 克尚（愛知東邦大学教育学部） 

 

（５）11：00－11：30 

    

   子どもの身近な環境知覚に関する一考察 

   橘田 重男（静岡福祉大学） 
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月 日（土） １号館２階 教室

自由研究発表 ③

司会者 廣瀬 裕一（上越教育大学）

坂本 徳弥（椙山学園大学）

（１） ： － ：

学校で協働して進める生活科の評価に関する研究

－モデレーション研修を手がかりとして－

○香田 健治（関西福祉科学大学）

佐藤 真（関西学院大学）

（２） ： － ：

学校経営における の推進とそのアクティブ・ラーニングへの活用

吉田 富昇（千葉県立流山おおたかの森高等学校）

（３） ： － ：

学校と博物館の連携に関する研究（１）

－教員と学芸員の在り方に着目した考察－

林 幸克（明治大学）

（４） ： － ：

特別活動におけるアウトリーチ型キャリア教育の実践に関する研究

－学習指導要領特別活動の目標および内容を踏まえて－

山崎 保寿（静岡大学）
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月 日（土） １号館２階 教室

自由研究発表 ③

司会者 廣瀬 裕一（上越教育大学）

坂本 徳弥（椙山学園大学）

（１） ： － ：

学校で協働して進める生活科の評価に関する研究

－モデレーション研修を手がかりとして－

○香田 健治（関西福祉科学大学）

佐藤 真（関西学院大学）

（２） ： － ：

学校経営における の推進とそのアクティブ・ラーニングへの活用

吉田 富昇（千葉県立流山おおたかの森高等学校）

（３） ： － ：

学校と博物館の連携に関する研究（１）

－教員と学芸員の在り方に着目した考察－

林 幸克（明治大学）

（４） ： － ：

特別活動におけるアウトリーチ型キャリア教育の実践に関する研究

－学習指導要領特別活動の目標および内容を踏まえて－

山崎 保寿（静岡大学）
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月 日（土） １号館２階 教室

自由研究発表 ④

司会者 古賀 一博（広島大学）

瀬戸 健（上越教育大学）

（１） ： － ：

未履修問題に関する文部科学省の対応について

千葉 知樹（上越教育大学教職大学院）

（２） ： － ：

「校訓論」にみる校訓制定可否論争の論考分析についての研究

嶋 耕二（明星大学通信制大学院 石川県教育委員会事務局）

（３） ： － ：

義務教育に法制における「多様な学び保障法案」の意義

－法案作成プロセスと条文における「個別学習計画」の意義の検討を中心に－

牛 玄（東京学芸大学大学院教育学研究科）

（４） ： － ：

現代学校教育における教師の教育権・教育の自由についての一考察

佐々木 幸寿（東京学芸大学）
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日本学校教育学会第 回研究大会

公開シンポジウム

月 日（土） ： ～ ： ２号館２階２０７教室

【テーマ】学習指導要領の改訂とアクティブラーニング

～学びをアクティブにするための特効薬・常備薬・漢方薬～

21 世紀型能力や汎用的能力などの能力の育成には教え方や学び方の変容なくしては実

現が困難なことから、新たな能力概念の抬頭は、授業の変容・質向上を求める動向として

把握することができる。効果的な学びを実現する「変化とは、学校において、これまでと

異なる内容を扱うことではなく、これまでとは異なる内容との交わり方をすることであり、

違う方法で授業を行うことである。」（SINUS-T より）この欧米で開発された学力向上プロ

グラムが掲げる指導理念は、新たな能力育成には孤業（個業）としての学習からの転換、

即ち、学習者各自の主体性を基盤にした協同的・探究的な学習の組織化が欠かせないこと

を基本に据えている。 
かつて一部の大学教育に端を発し、それが学校教育現場へと波及し、次期学習指導要領

の改訂論議でもクローズアップされているのが「アクティブラーニング（ＡＬ）」である。 
中央教育審議会教育課程企画特別部会がまとめた論点整理（2015 年 8 月）では、ＡＬの

視点から、「習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた

深い学びの過程、…対話的な学びの過程、…主体的な学びの過程が実現できているかどう

か」が問われている。ＡＬの実態は千差万別であるが、それを自らの指導方法を見直し改

善していく旗印と位置づけるとすれば、上記 3 つの「学びの過程」を実現するには、教師

の指導過程や児童生徒の学習過程の何をアクティブにすることが効果的なのであろうか。

また、どのような学習環境の構成が求められるのだろうか。例えば、①活動的・体験的な

学習を特質とし、学力を押し上げる効果があるとのデータが公開された総合的な学習の時

間は、この問いの有力なモデル足りうるのだろうか。②協同学習はグループ学習リバイバ

ルといわれるほどのブームを引き起こしているが、それはＡＬの特効薬なのだろうか。協

同学習論者がグループ編成学習と敢えて区別する真意はどこにあるのか。③教授・学習の

質向上がＡＬの旗印だとすれば、それを成功に導く鍵はどこにあるのか。授業者は何に目

を向けるべきなのか。学習環境の整備はどこまで有効なのか。 
ＡＬブームに左右されることなく、学習を真にアクティブにするための要（かなめ）は

何か、ＡＬ（アクティブラーニング）の課題と今後の展望に迫ることとする。 
シンポジスト（五十音順）

田村 学（文部科学省初等中等教育局視学官）

早川三根夫（岐阜市教育長・第 期中央教育審議会委員）

水野正朗（名古屋市立桜台高等学校教諭、愛知文教大学講師）

司会・コーディネーター 原田信之（名古屋市立大学）
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日本学校教育学会第 回研究大会

公開シンポジウム

月 日（土） ： ～ ： ２号館２階２０７教室

【テーマ】学習指導要領の改訂とアクティブラーニング

～学びをアクティブにするための特効薬・常備薬・漢方薬～

21 世紀型能力や汎用的能力などの能力の育成には教え方や学び方の変容なくしては実

現が困難なことから、新たな能力概念の抬頭は、授業の変容・質向上を求める動向として

把握することができる。効果的な学びを実現する「変化とは、学校において、これまでと

異なる内容を扱うことではなく、これまでとは異なる内容との交わり方をすることであり、

違う方法で授業を行うことである。」（SINUS-T より）この欧米で開発された学力向上プロ

グラムが掲げる指導理念は、新たな能力育成には孤業（個業）としての学習からの転換、

即ち、学習者各自の主体性を基盤にした協同的・探究的な学習の組織化が欠かせないこと

を基本に据えている。 
かつて一部の大学教育に端を発し、それが学校教育現場へと波及し、次期学習指導要領

の改訂論議でもクローズアップされているのが「アクティブラーニング（ＡＬ）」である。 
中央教育審議会教育課程企画特別部会がまとめた論点整理（2015 年 8 月）では、ＡＬの

視点から、「習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた

深い学びの過程、…対話的な学びの過程、…主体的な学びの過程が実現できているかどう

か」が問われている。ＡＬの実態は千差万別であるが、それを自らの指導方法を見直し改

善していく旗印と位置づけるとすれば、上記 3 つの「学びの過程」を実現するには、教師

の指導過程や児童生徒の学習過程の何をアクティブにすることが効果的なのであろうか。

また、どのような学習環境の構成が求められるのだろうか。例えば、①活動的・体験的な

学習を特質とし、学力を押し上げる効果があるとのデータが公開された総合的な学習の時

間は、この問いの有力なモデル足りうるのだろうか。②協同学習はグループ学習リバイバ

ルといわれるほどのブームを引き起こしているが、それはＡＬの特効薬なのだろうか。協

同学習論者がグループ編成学習と敢えて区別する真意はどこにあるのか。③教授・学習の

質向上がＡＬの旗印だとすれば、それを成功に導く鍵はどこにあるのか。授業者は何に目

を向けるべきなのか。学習環境の整備はどこまで有効なのか。 
ＡＬブームに左右されることなく、学習を真にアクティブにするための要（かなめ）は

何か、ＡＬ（アクティブラーニング）の課題と今後の展望に迫ることとする。 
シンポジスト（五十音順）

田村 学（文部科学省初等中等教育局視学官）

早川三根夫（岐阜市教育長・第 期中央教育審議会委員）

水野正朗（名古屋市立桜台高等学校教諭、愛知文教大学講師）

司会・コーディネーター 原田信之（名古屋市立大学）
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情報交換会

８月６日（土）

～

＠生協食堂
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月 日（日） １号館２階 教室

自由研究発表 ⑤

司会者 和井田 清司（武蔵大学）

宇都宮 明子（佐賀大学）

（１） ： － ：

子どもが主体的に取り組む防災学習

横井 成美（名古屋市立内山小学校）

（２） ： － ：

グアム修学旅行を通しての生徒の学びと変容

南 美佐江（奈良女子大学附属中等教育学校）

（３） ： － ：

高１「英語会話」授業実践報告

－アクティブラーニングの視点から－

伊藤 清（名古屋高等学校）

（４） ： － ：

合理的意思決定能力の育成を意図した社会科教育研究の成果と課題

小野間 正巳（関西福祉大学）

（５） ： － ：

アクティブ・ラーニングを取り入れた「授業スタイル」開発に関する実証的研究

－教職課程科目「教育の方法と技術」における実践から－

白鳥 絢也（常葉大学）
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月 日（日） １号館２階 教室

自由研究発表 ⑤

司会者 和井田 清司（武蔵大学）

宇都宮 明子（佐賀大学）

（１） ： － ：

子どもが主体的に取り組む防災学習

横井 成美（名古屋市立内山小学校）

（２） ： － ：

グアム修学旅行を通しての生徒の学びと変容

南 美佐江（奈良女子大学附属中等教育学校）

（３） ： － ：

高１「英語会話」授業実践報告

－アクティブラーニングの視点から－

伊藤 清（名古屋高等学校）

（４） ： － ：

合理的意思決定能力の育成を意図した社会科教育研究の成果と課題

小野間 正巳（関西福祉大学）

（５） ： － ：

アクティブ・ラーニングを取り入れた「授業スタイル」開発に関する実証的研究

－教職課程科目「教育の方法と技術」における実践から－

白鳥 絢也（常葉大学）
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月 日（日） １号館２階 教室

自由研究発表 ⑥

司会者 黒羽 正見（群馬大学）

善野 八千子（奈良学園大学）

（１） ： － ：

人材育成のためのチーミングによるメンターチームマネジメント

～遠足、宿泊的行事のしおりをシナリオ化した事例を通して～

○木村 昭雄（横浜市立小田小学校・横浜国立大学大学院）

米澤 利明（横浜国立大学）

（２） ： － ：

学校組織のメンター研修における協働性の確立

○小川 亮（北海道教育大学教育学研究科高度教職実践専攻）

武田 竜太（北海道教育大学教育学研究科高度教職実践専攻）

（３） ： － ：

若手教員は、どのような道筋を通って授業力を伸ばすか

瀬戸 健（上越教育大学）

（４） ： － ：

グローバル時代に対応した教員研修プログラムの開発

○中山 博夫（目白大学）

石田 好広（目白大学）

小林 恭子（目白大学）
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8 月 7 日（日）9:00-11:50                                      １号館２階 206 教室 

 

自由研究発表 ⑦ 

 

司会者  多田 孝志（目白大学） 

松井 千鶴子（上越教育大学） 

 

 

（１） 9：00－9：30 

 

   北海道「ことばの教育」の展開過程に関する研究 

田中 謙（山梨県立大学） 

 

（２） 9：30－10：00 

 

   知識伝達型授業再考 －学び合いを妨げる多様な要因－ 

岡本 久美子（名古屋市立中学校） 

 

（３）10：00－10：30 

 

   台湾における科学技術系応用日本語学科生の動機付けと 

学習信念に関する縦断的研究 

林 明煌（国立嘉義大学教員養成センター） 

 

（４）10：30－11：00 

 

   新構想の日本の高等学校の教育課程 －進化する通信制課程－ 

小島 一芳（神村学園） 

 

 

（５）11：00－11：30 

 

   教員の倫理感を高める授業の取り組み 

～『社会と教員の在り方』の授業をとおして～ 

山内 隆之（山形大学大学院教育実践研究科） 
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月 日（日） １号館２階 教室

自由研究発表 ⑧

司会者 山口 満（関西外国語大学）

山本 礼二（目白大学）

（１） ： － ：

複線経路・等至性モデル（ ）による

女性校長のキャリア形成とスクールリーダー力量の構築

青木 一（信州大学）

（２） ： － ：

学校経営に果たす主幹教諭の役割遂行上の意識に関する事例的研究

○小宮山 めぐみ（上越教育大学教職大学院）

瀬戸 健（上越教育大学教職大学院）

（３） ： － ：

現代の小学校に求められるスクールミドル

石川 雄一郎（神奈川県海老名市立今泉小学校）

（４） ： － ：

若手教員は、どのような道筋を通って授業力を伸ばすか

瀬戸 健（上越教育大学教職大学院）
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日本学校教育学会第 31 回研究大会 

課題研究 

8 月 7 日（日）13：15～15：45                 １号館２階 201 教室 

 

【テーマ】教育研究と教育実践の融合はどこまで進んだか 

－これからの教職大学院をどうとらえるか－ 

 

 研究推進委員会では、教職大学院に求められる「理論と実践の融合」の現状と課題につ

いて、教育実践研究とは何かという根源的な問いや教職大学院における研究者の「当事者

性」、歴代学会長の振り返りという視点から多面的に検討し、問題提起をしてきた。 

 課題研究や公開研究会のテーマ設定趣旨でも述べてきたように、2006 年 7 月の中教審答

申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」で提言された教職大学院は、実際の設

置（2008 年度）から 10 年近く経過し、その内実が問われている。特に、「理論と実践の融

合」に関わって、「当事者性」や「理論と実践の間の溝」の問題などを考えると融合に至る

には課題が多い。その一方で、2012 年 8 月の中教審答申「教職生活の全体を通じた教員の

資質能力の総合的な向上方策について」において「高度専門職としての教員の育成システ

ムを確立するうえでモデルを提供していることは疑いのないところである」としてその成

果が認められ、今後もスクールリーダー養成のみならず、広く教員養成の核となっていく

ことが予想されている。改めて言うまでもないが、真に教職大学院が教員養成やリーダー

養成の核になれるか否かは教職大学院の独自性の根拠とされる「理論と実践の融合」がど

こまで進むかという問題と密接に関わっている。 

本課題研究では、本年度から国立大学を中心に一気に設置が進む教職大学院をどうとら

えたらいいのか、政策面、実践面両面からその可能性を探ることで今後の教員養成や教育

学研究における「理論と実践の融合」のかたちを問いたいと考えている。 

 

発表者： 

 「これから求められる教員の資質・能力と教職大学院の役割」 

静岡県教育委員会義務教育課長 林 剛史 

 「教職大学院の現状と課題」 

                常葉大学教職大学院研究科長  安藤雅之 

 「教職大学院のカリキュラムを考える」 

                上越教育大学副学長      廣瀬裕一 

司会： 

 堀井啓幸（常葉大学）・根津朋実（筑波大学） 
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持続可能性の教育
ー新たなビジョンへ
佐藤 学・木曽 功・
多田孝志・諏訪哲郎　編著
A5判・144頁
定価：本体1,800円＋税

地球社会全体が未曾有の変革の
時代を迎えている今，「持続可
能性の教育」について理論的か
つ実践的に検討し，希望ある未
来社会を構築する次世代の担い
手を育成する方向を提示する。

教育の今とこれからを読み解く
57の視点
編集代表：多田孝志
編集委員：和井田清司・佐々木幸寿・

青木 一・金井香里・
北田佳子・黒田友紀

A5判・216頁
定価：本体2,400円＋税

57の視点（キーワード）から，
学校・子ども・教育制度・カリ
キュラム・教育方法の現在と未
来を読み解く。

授業で育てる対話力共に創る対話力対話力を育てる
多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税多田孝志　著　定価：本体2,200円＋税

――「共創型対話」が拓く
　　地球時代のコミュニケーション

――グローバル時代の
　　対話指導の考え方と方法

――グローバル時代の
　　「対話型授業」の創造

こちらから
弊社サイトに
アクセスできます。
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一般的な自費出版では数百万もの費用がかかってしまいます。
しかし、弊社では三十万円前後の費用で正式な出版ができ、
絶版なしでロングテールで販売できる仕組みをご提案します。
少部数での出版が可能である為、ご予算に応じてご提案ができますし、
少部数でも全国への販売ができます。

少発行出版

昨今、少子化で大学の授業を受ける生徒数が減ってきています。
弊社の少部数テキスト出版では受講生徒数が少なくても先生の費用負
担なしで正式な出版をご提案致します。
ＩＳＢＮコードを取得して、アマゾンで全国販売もできます。
先生の授業に合わせたテキストを作りませんか？

少部数テキスト出版

■全国　　　　大学でご利用頂いている実績あり！

■　　　　　　　　の論文集・報告書等にも対応！超極少部数　
■　　　　　　　　の　　　 　も安価で対応！カラーページ 少部数
■　　　　　　　　だけでテキスト制作から出版まで対応！Ｅメール入稿

出版物事例

２５０

協同の学びをつくる
定価：\1,800+税
編著者：
和井田 節子
柴田 好章

グローバル時代の
学校教育

東アジアの学校教育
定価：\3,500+税
編著者：
和井田 清司
張 建
牛 志奎
林 明煌　他

未来を拓く
児童教育学

定価：\2,800+税
著者：
日本学校教育学会
多田 孝志
黒田 友紀　他

定価：\3,000+税
著者：目白大学
      人間学部
      児童教育学科

出版2400タイトルを超える実績。

http://www.sankeisha.net E-mail info@sankeisha.com
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新聞の新しい魅力を
提案します

学校・保育現場の事故対策を収録。誤食
事故を起こさないために。アレルギーの
図解資料、メニューのヒントも収録。
● A４判　96頁　
●1,800円（本体1,667円+税）2016年3月発刊

食物アレルギー記事読み
比べ

OECDの学力到達度調査第5回（2012年）
の報道を中心に収録。著名人の新聞掲載
記事も本人の承諾を得て収録！
● A４判　80頁　
●1,998円（本体1,850円+税）2014年4月発刊

PISA記事　②読み
比べ

教育全般に関するニュースを1冊で！
学校経営・運営、教職員、学校安全等、学校・教員・
子どもを取り巻く問題とその取り組みの記事を収録。
● A４判　168頁　
●年間購読料：27,720円（本体25,667円+税・送料サービス）

教育版切抜き速報®
［月刊］

発達障害と診断された子どもたちへの
療育・学習支援に関する記事を収録。
支援の歴史を掴める1990年代の記事も！
● A４判　72頁　
●1,998円（本体1,850円+税）2015年6月発刊

特別支援教育記事読み
比べ

切抜き速報   シリーズ　月刊誌／定期購読®

読み比べシリーズ　1 冊から購入可能
新刊

朝日・産経・日経・毎日・読売の全国紙をはじめ
北海道から九州・沖縄までのブロック紙、地方紙を
あわせた85紙より各テーマの主要記事を収録！

地方紙のコラムを厳選！
朝刊1面にあるコラムを全国の地方紙から選りすぐり
200本を掲載。書きうつし等にご活用ください。
●A5判　216頁　12冊 + 読み比べ   A5判  128頁　1冊
●年間購読料：16,188円（本体14,989円+税・送料サービス）

コラム歳時記SP版［月刊］
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